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体通電試験の結果などについて述べ，初期の目標を達成したことを記したO 第 6 章では， クエンチ防
止対策として，一方ではコイルに強大な圧縮力をかける必要があり，他方では超伝導線材の外側の薄
いフィルム状の絶縁材が圧縮力により破損のおそれがあるが，種々の基礎テストと解析により，この






を述べた。第 8 章では 6 本のコイル電極の結線方式に関して 4 種類の候補に対して等価モデルに
より漏洩電流値を算出し総合的に検討を行って 3 直 2 並列方式を採用した経緯を明らかにした。
第 9 章では，超伝導電磁推進船の船内電源システムの設計について電極電源の AC-DC 系の構成，定
電流制御のための可変電圧制御方式の採用，大電流の回路保護と協調，電流脈動率の低減のための工
夫などを示し，斬新なシステムを採用したことを記述したO 第10章では 6 連環のマグネットの陸上





















(6) 実験船の推進装置を構成する 6 連環超伝導マグネットについて総合試験を実施し，上記各研究結
果に対して実測による総合的な確証を得ている。
以上のように本論文は実験船の開発研究を通じ超伝導電磁推進船の実現に有効な指針を与える
ものであり，超伝導工学，舶用機関工学，船舶工学などに寄与するところが大きい。よって，本論文は
博士論文として価値あるものと認めるo
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